ていませんでした。 七月 三. 四日の 会議 も 目下の わた 

しの 健康 事情で は 出席 不可能です。 ついては、 本人が 

出席して いないと ころで、 責任 ある 人に よって 公的に 

発言され たこと が 事実 を あやま つ ている こと は 迷惑で 

すから、 この 機会に 簡単に わたしの 事実 を 明白に いた 

し ま ^u/ 

本部の 会議の 席上い われた 書記長の 発言 を 要約す る 

と 大体 左の 諸 点の ようです。 

一 宫本 百合 子の 作品 は 大衆に よまれて いない。 書 

記 長 は 三 行 以上よ めない。 階級 性がなくて 多面性 



長篇 の 今後の 展開の 中で 主人公 は 共産主義者と 

して 行動し、 そこに は 過去 十数 年間 日本の 人民の 

蒙った 抑圧と 戦争への 狩り立て、 党内 スパイの 挑 

発 事件、 公判 闘争な ども 描かれます。 このような 

作品 は 日本の 労働者階級の 文学に 新しい 局面 を ひ 

らいている という こと はたし か だと 思います。 ブ 

ル ジョァ 文学が 横 光利 一 の 「旅愁」 のように、 ョ ー 

口 ツバ を ブル ジョァ 民族主義の 立場から 書いた 作 

品が 広汎に よまれて いる 日本で、 「道標」 を ふくむ 

一 連の 作品が 闘争の 階級 的 武器と して 一定の 役割 

を果す こと を B じています。 



た。 しかし、 こんにち 党と 民主主義 文学 運動 は、 

日本人 民の ものと しての 新しい 大作 を もつべき で 

あり、 もたなければ ならない。 世界の 革命の 一環 

としての 日本の 革命的 人民の 文学 を もたなければ 

ならない。 それ はわれ われ 革命的 民主主義 作家の 

任務な の だから、 いま はわた しに 文学の 仕事 を さ 

せて おく 方が 大局から みて 能率的で ある。 教育 委 

員に は 教育に 関係 を もつ 人の 方が ふさわしい。 そ 

う 言 つ た - J とが 局部 的に 誇大して つたえられ たの 

でしよう。 この ことから わたしが 紫 式部 を もって 

自任して 満足して いると 断定して 批難す ると いう 
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